





神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 0 」 （ 報 告 ） 
神戸研究学園都市における当初マスタープランと現状の比較考察 
 
A COMPARATIVE STUDY ON ORIGINAL PLAN AND CURRENT PLAN 
In a case of Kobe Kenkyu Gakuen-toshi 
 
……………………………………………………………………………………………………………………………………. 
水島 あかね 明石工業高等専門学校建築学科 助教 
倉知 徹 デザイン学部環境・建築デザイン学科 助手 
亀屋 恵三子 神戸工業高等専門学校都市工学科 講師 
早川 紀朱 中部大学工学部建築学科 講師 
橋本 大樹 有限会社 プラン まち さと 研究員 
 
Akane MIZUSHIMA Department of Architecture,Akashi National College of Technology, Assistant Professor  
Tohru KURACHI Department of Environmental Design, School of Design, Assistant 
Emiko KAMEYA Department of Civil Engineering,Kobe City College of Technology, Assistant Professor 
Noriaki HAYAKAWA Department of Architecture ,Chubu University, Assistant Professor 


























 Kobe Kenkyu Gakuen Toshi is a new town located at 
Kobe City West Ward. Over 25 years since the first 
settlement in 1985, the town has been developed urban 
region along the themes of 1) regionalism oriented 
development,  2)access to lifelong integrated education, 
3)international approach. This paper aims to make the 
original plan at its foundation clear and compare with 
current built environment. As a result, the future role of 
each research institute and whole town is given. 
Conclusion is summarized as below, 1)the original plan 
was lack for its vision of collaboration between institutes. 
2) The circulation which was planned to promote 
contacts among students, teaching staff and residents 
did not work well. 3) Students do not live nearby 
universities against initial predicts. 4) UNITY is a quite 
unique and advanced organization in Japan, it still has 
aspects to be improved from the view point of community 
collaboration. It is necessary to deliver and announce 
UNITY to residents and also to construct environment 
both in hardware and software where students can be 



















































その後昭和 61 年に第 3 次神戸市総合基本計画（第 3
次マスタープラン）が策定され、これら 1〜3 次マス
 
 図 1.都心・副都心構成のパターン 









計画の変遷の概略を表 1 に示す。 






 これを引き継いだ昭和 51 年の新神戸市総合基本
計画では、「基本計画の前提として、180 万人を限度
に神戸を計画し地域配分をおこなっており、西神地











西神ニュータウンは、A 地区、B 地区、C 地区の 3 地
区に分けられた。それぞれの地区の都市機能配置を
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 図 3.総合計画図（神戸市西神地域土地利用基本計画報告書*1） 
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れ、昭和 53 年 4 月に「神戸研究学園都市構想」とし
てまとめられた。 










して表 4 の 3 つのテーマが取り上げられた。 
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りの目標として表 5 の 4 点が設定された。 
 
  図 5.神戸研究学園都市の土地利用計画図 
















































初の土地利用計画図を図 8 に示す。図 5 の土地利用
計画を基礎としたものになっている。 







 学園都市構想（昭和 53 年）では、全体計画 380ha
としており、このうち 276ha が 1 期計画として昭和
55 年以降事業をおこない、事業区域の南側にある残
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と神戸芸術工科大学の進出が確定したために 2 期計
画が盛り込まれ、第 2 回の計画変更がおこなわれた。
変更後の土地利用計画図を図 10 に示す。 






図 10.第 2 回変更後の土地利用計画図 
  （昭和 60 年。神戸研究学園都市建設誌より） 
 
図 9.第 1 回変更後の土地利用計画図 












 公園・緑地の配置計画図を図 12 に示す。公園や緑
地の計画は、1 人当たり 10 ㎡以上の公園・緑地と、




全体で 34.3 ㎡／人となった。 
 
3-2.大学等の配置  












 （昭和 63 年。神戸研究学園都市建設誌より） 
 
図 12.公園と緑地の配置計画図 



































































し、その内自宅外学生を 40%の約 5,000 人と想定し
ている。この 5,000 人の内、通学時間 20 分以内に
45%にあたる約 2,300 人が居住する想定をおこなっ
ている。つまり、学生数の 18%、学園都市居住人口





 神戸研究学園都市の開発前（昭和 49 年）の航空写
真と平成 14 年現在の地図を重ねあわせた図を図 16
に示す。ある程度元の地形を生かしつつ、開発がな
されたことが読み取れる。 




























的高いといえる（写真 3,4）。  


























調査をおこなった。その結果を図 18 に示す。 
 
図 18：研究教育機関配置図 
































教職員、学生ともに 4 校である 
 
表 6：アンケート回答状況 *3 
教職員 学生 （留学生）
兵庫県立大学学園都市キャンパス ○ ○ ×
神戸市立外国語大学 × × ×
神戸市看護大学 ○ ○ ○
流通科学大学 × ○ ×
神戸芸術工科大学 ○ ○ ○
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ラフが図 19、図 20 である。 
 
表 7：教職員の居住状況（単位：人） 
総数 学園都市 総数 学園都市
兵庫県立大学学園都市キャンパス 111 15 37 1
神戸市看護大学 59 23 15 1
神戸芸術工科大学 92 3 75 7




総数 下宿生数 学園都市 （うち留学生）
兵庫県立大学学園都市キャンパス※ 2114 979 63※ ？
神戸市看護大学 416 140 20 ？
流通科学大学 4093 805 76 33





図 19：教職員の居住地（平成 21 年度現在） 
 
 
図 20：学生の居住地（平成 21 年度現在） 
 
 
図 21： 昭和 54 年の学生居住者数の想定 
（神戸研究学園都市基本計画調査報告書より作成） 
 






全体の 3％にとどまっており（図 20）、昭和 54 年に
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・UNITYの設立の経緯 
当初、小規模の単科大学を集めて総合大学化する






 そもそも UNITY の施設（ユニバープラザ）は、6
階建で建設する予定だったが、平成 7 年の阪神淡路
大震災により計画が見直され、新たに震災復興住宅





















































































































*5 2009 年 7 月１日に、神戸学園都市大学交流協議
会にてヒアリングをおこなった。 
*6 2009 年 7 月 24 日に神戸学園都市大学交流協議
会にてヒアリングをおこなった。 
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